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令和元年 9月 第299回 定例会

9月定例会の概要
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

　

令
和
元
年
９
月
第
2
9
9
回
定
例
会

は
、
９
月
18
日
に
開
会
さ
れ
、
10
月
７
日

ま
で
の
20
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
元
年
度

青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

案
」を
は
じ
め
、
18
件
の
議
案
及
び
34
件

の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
三
村
知
事
か
ら
提

案
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

会
計
管
理
者
等
か
ら
説
明
が
、
決
算
及
び

基
金
の
審
査
結
果
及
び
意
見
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、「
生
活
創
造
社
会
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
、
短
命
県
返
上
の

取
組
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
16
名
の
議
員
が
登
壇
し
て
質
問
し
、

県
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

10
月
２
日
に
は
、
議
案
に
関
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算

案
に
計
上
さ
れ
た
費
目
の
事
業
内
容
等

に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
平
成

30
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委

員
会
に
、
人
事
案
件
を
除
く
議
案
10
件
は

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
７
日
は
、
各
常
任
委
員

会
の
審
査
内
容
の
報
告
、
討
論
が
行
わ
れ

た
の
ち
採
決
が
行
わ
れ
、
決
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
た
議
案
５
件
を
除
く
、
知
事
提
出
議

案
13
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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最終日における議案の採決の様子
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県議会本会議と特別委員会の模様は
インターネットでライブ配信しています。
過去の議会映像もご覧いただけます。
詳しくは「青森県議会インターネット中継」で検索してください。

「県議会インターネット中継」の
機能が増え、より便利になりました。

Windows・MacOSのパソコンに加え、Android・iOSの
スマートフォンやタブレットでも視聴できるようになりました。
生中継時に、さかのぼり追っかけ再生
（約４分）ができるようになりました。

新機能①

新機能②



　

１
万
年
以
上
も
自
然
と
共
生
し
、

平
和
な
社
会
を
築
い
た
先
人
の
知

恵
と
心
を
今
に
伝
え
る
縄
文
遺
跡

群
の
価
値
を
多
く
の
人
々
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
来
訪
促
進
、
環

境
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
に
ふ
さ

わ
し
い
名
称
の
検
討
も
進
め
て
い

る
。
2
0
2
1
年
度
の
登
録
実
現

に
向
け
て
、
関
係
自
治
体
と
と
も

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答

　
農
業
経
営
収
入
保
険
の
加
入

状
況
と
加
入
拡
大
に
向
け
た
県

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

県
は
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
研
修

会
等
に
よ
り
農
業
経
営
収
入
保
険

の
制
度
周
知
を
図
っ
て
き
た
が
、
初

年
目
と
な
る
本
年
の
加
入
は
約
１
，

６
０
０
経
営
体
で
、
加
入
要
件
で
あ

る
青
色
申
告
の
実
施
者
の
15
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
現
地
の

講
習
会
等
の
場
を
活
用
し
て
農
業
者

に
本
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
個
別
相
談
に
も
き
め
細

か
く
対
応
し
、
県
農
業
共
済
組
合
が

掲
げ
る
加
入
目
標
25
パ
ー
セ
ン
ト
の

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
林
水
産
部
長

答

　

県
り
ん
ご
協
会
等
と
連
携
し
、

り
ん
ご
園
地
の
円
滑
な
継
承
に

向
け
、
園
地
の
出
し
手
情
報
を
把

握
し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活

用
に
繋
げ
る
モ
デ
ル
実
証
に
取

り
組
む
ほ
か
、
若
手
生
産
者
の
育

成
支
援
、
援
農
希
望
者
と
生
産
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
の
拡
大
、

作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
わ

い
化
栽
培
や
加
工
り
ん
ご
専
用

園
へ
の
転
換
等
を
進
め
、
持
続
可

能
な
産
地
形
成
に
努
め
て
い
く
。

三
村
知
事

答

　
健
康
寿
命
・
平
均
寿
命
の
延
伸

に
向
け
た
県
の
健
康
づ
く
り
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
寿
命
・
平
均
寿
命
の
延
伸

　

本
県
で
は
、
働
き
盛
り
世
代
の

糖
尿
病
や
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患

等
の
死
亡
率
が
高
い
た
め
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
生
活
習

慣
と
向
き
合
い
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
従
業
員
の
健

康
管
理
を
経
営
的
視
点
か
ら
考

え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
健
康
経

営
に
取
り
組
む
企
業
を
支
援
す

る「
青
森
県
健
康
経
営
認
定
制

度
」を
一
層
普
及
さ
せ
て
い
く
。

三
村
知
事

答

令
和
元
年
9
月
第
2
9
9
回
定
例
会  

一
般
質
問

農
業
経
営
収
入
保
険

問

　
国
内
外
を
問
わ
ず
、
縄
文
遺
跡

群
の
内
容
と
価
値
を
一
層
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組

問

問

　
り
ん
ご
産
地
の
労
働
力
が
不
足
し
て
き

て
い
る
中
、
産
地
を
堅
持
す
る
た
め
、
県
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

り
ん
ご
産
地
に
お
け
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応

問

農業経営収入保険

本年から始まった農業
経営の新しいセーフ
ティネットで、自然災害
に加え、価格低下など
農業者の経営努力では
避けられない原因によ
る農業収入の減少を補
償する保険制度。

用

語解説

青森県健康経営事業所
認定証交付式の様子

02

会　派：民主連合
選挙区：弘前市

鶴賀谷 貴 議員
つる が や たかし

会　派：自由民主党
選挙区：つがる市

三橋 一三 議員
みつ　はし かず　み



　

県
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
む
企
業
を「
あ
お
も
り

働
き
方
改
革
推
進
企
業
」と
し
て
認

証
・
支
援
し
て
お
り
、
現
在
、
認
証
企

業
は
１
０
６
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
今
年
度
、
働
き
方
改
革

の
意
義
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
の
放
映
や
、
認
証
取

得
ま
で
の
好
事
例
を
情
報
発
信
す

る
こ
と
で
、
県
内
企
業
の
働
き
方

改
革
を
更
に
促
進
し
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

答

　
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上

を
は
じ
め
と
し
た
取
組
が
重
要

と
考
え
る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

平
成
30
年
３
月
に
第
三
期
青

森
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
を
策

定
し
、
が
ん
予
防
・
が
ん
検
診
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

特
に
、
が
ん
死
亡
率
が
高
い
働

き
盛
り
世
代
へ
の
が
ん
検
診
の

普
及
啓
発
と
受
診
勧
奨
の
強
化

の
た
め
、　

 

大
腸
が
ん
検
診
モ

デ
ル
事
業
や
女
性
の
た
め
の
が

ん
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
町
村
の
取
組
を
支

援
す
る
た
め
、
研
修
会
の
開
催
や

が
ん
検
診
の
受
診
率
等
を
国
民

健
康
保
険
の
特
別
交
付
金
の
算

定
時
の
評
価
項
目
と
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長

答

三
村
知
事

問

　
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た

め
に
は
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
が
、
県
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立

問

大腸がん検診モデル事業

青森市及び弘前市をモデル地域
として、50歳代で大腸がん検診
を過去5年間受診していない者
を対象に簡便に検査が受けられ
る仕組みの構築と効果的な受診
勧奨を実証するとともに、未受
診リスクを検証する事業。事業
期間は、平成29年度から3年間。

用

語解説

03

　

県
内
原
子
力
施
設
に
つ
い
て

は
、
安
全
確
保
を
第
一
義
に
地
域

振
興
に
寄
与
す
る
観
点
か
ら
、
立

地
に
協
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

県
と
し
て
は
、
国
策
で
あ
る
原

子
力
政
策
の
推
進
の
た
め
に
は
、

立
地
地
域
と
の
協
力
関
係
、
信
頼

関
係
が
前
提
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
引
き
続
き
、
立
地
地
域
の

実
情
に
即
し
た
地
域
振
興
対
策

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
機
会
を
捉

え
て
国
・
事
業
者
に
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

答

　
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備

促
進
の
た
め
に
は
、
地
域
と
の
連

携
が
重
要
と
考
え
る
が
、
県
の
認

識
に
つ
い
て
伺
う
。

下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備
促
進

　

下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備
促
進

の
た
め
に
は
、
機
運
醸
成
を
含
め
て

地
域
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

　

特
に
、
下
北
未
来
塾
の
主
催
で

毎
年
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
次
世
代
を
担
う
高
校
生
も
参

加
し
て
、
早
期
完
成
を
訴
え
る
な

ど
、
地
域
の
機
運
醸
成
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
下
北
未
来
塾
は
、
全
国
み

ち
づ
く
り
女
性
ネ
ッ
ト
の
世
話
人

と
な
り
、
全
国
会
議
の
運
営
や
国

土
交
通
省
道
路
局
長
へ
の
要
望
活

動
を
行
う
な
ど
、
予
算
確
保
に
貢

献
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
地
域
と
連
携
し
、
全
線

完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答 問

　
国
の
原
子
力
・
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
政
策
や
立
地
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
地
域
振
興
策
に
対
す

る
県
の
見
解
を
伺
う
。

原
子
力
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

と
立
地
地
域
の
地
域
振
興
策

問

会　派：自由民主党
選挙区：青森市

花田 栄介 議員
はな   だ えい   すけ

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

山本 知也 議員
やま もと とも や

下北未来塾
シンポジウムの様子



　

青
森
県
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
計
画
で
設
定
し
た
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
達
成
に
向
け
、

昨
年
４
月
、
も
っ
た
い
な
い
・
あ

お
も
り
県
民
運
動
推
進
会
議
に

お
い
て
、
県
民
総
参
加
に
よ
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
強
化

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、「C

O
O
L
 C
H
O
IC
E

あ
お

も
り
宣
言
」を
採
択
し
た
。
引

き
続
き
、「C

O
O
L
 C
H
O
IC
E

あ
お
も
り
」を
合
言
葉
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答

　
県
は
　  

森
林
経
営
管
理
制
度

を
担
う
市
町
村
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

森
林
経
営
管
理
制
度

　

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
で
は
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
森
林
の
経
営
管

理
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
林

業
に
精
通
し
た
職
員
が
少
な
い

な
ど
、
体
制
が
十
分
で
は
な
い
市

町
村
が
多
い
た
め
、
県
で
は
、
森

林
・
林
業
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
を
有
す
る
推
進
員
を
新
た
に

設
置
し
、
県
の
林
業
普
及
指
導
員

と
連
携
し
な
が
ら
、
市
町
村
に
対

し
て
指
導
・
助
言
を
行
い
、
制
度

が
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

農
林
水
産
部
長

答

　
県
は
　  

Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
へ
の
木

材
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

　

県
で
は
、 

Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
へ
木
材

が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
、

木
材
の
伐
採
や
運
搬
に
必
要
な

森
林
内
の
道
路
整
備
や
、
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
近
接
す
る
複

数
の
林
地
の
伐
採
作
業
等
の
集

約
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
高
性

能
林
業
機
械
の
作
業
効
率
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
木
材
生
産

を
担
う
林
業
労
働
力
の
確
保
・
育

成
対
策
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

農
林
水
産
部
長

答
森
林
資
源
の
循
環
利
用

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
含
め
た
ご

み
の
発
生
抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
３
Ｒ
を
推
進
す
る
た
め
、

「
も
っ
た
い
な
い
・
あ
お
も
り
県

民
運
動
」を
展
開
し
、
シ
ン
ボ
ル

的
な
取
組
と
し
て
平
成
20
年
度

か
ら
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
促
進

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
け
る
啓
発
活
動
、
市
町

村
の
分
別
収
集
強
化
等
の
取
組
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
等
を

テ
ー
マ
と
す
る
事
業
者
向
け
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

環
境
生
活
部
長

答
　
レ
ジ
袋
の
有
料
化
促
進
な
ど
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
抑
制

及
び
資
源
化
に
向
け
た
こ
れ
ま
で

の
県
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策　

問

　
国
の
長
期
戦
略
の
策
定
を
受

け
て
、
改
め
て
本
県
の
地
球
温
暖

化
対
策
に
お
け
る
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

本
県
の
地
球
温
暖
化
対
策

問

問

問

ＬＶＬ工場

ＬＶＬは、L am i n a t e d  V e n e e r  
Lumber（単板積層材）の略。薄い板
を重ね、接着して製造される加工木材
で、用途は住宅等の建築材料。県では、
国内最大規模の工場を六戸町の金矢
工業団地に誘致。工場は、平成27年
度から稼働しているほか、新たに整備
した工場が、今年度から稼働。

用

語解説

森林経営管理制度

森林所有者が自ら経営や管理を行
えない森林を市町村が預かって、
林業経営に適した森林は意欲と能
力のある林業経営者へ仲介し、適
さない森林は市町村が直接管理す
る新しい制度。

用

語解説
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会　派：日本共産党
選挙区：八戸市

松田　勝 議員
まつ た まさる

会　派：公明・健政会
選挙区：上北郡

吉田 絹恵 議員
よし    だ きぬ    え



　

県
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の

実
態
を
多
面
的
に
把
握
す
る
た

め
、「
青
森
県
子
ど
も
の
生
活
実

態
調
査
」を
実
施
し
た
。
調
査

の
結
果
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
割

合
は
、
一
般
家
庭
で
は
10
％
以

下
で
あ
る
の
に
対
し
、
困
窮
家

庭
で
は
約
30
％
と
高
い
割
合
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
ひ

と
り
親
世
帯
に
対
す
る
就
労
の

支
援
や
経
済
的
支
援
等
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
先

進
県
と
な
る
よ
う
県
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

県
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

先
進
県
に
向
け
た
取
組

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

等
を
背
景
に
今
年
５
月
に
国
の

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦

略
」が
策
定
さ
れ
た
。
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

も
含
め
た
３
Ｒ
の
推
進
が
重
要
で

あ
り
、
国
の
戦
略
を
踏
ま
え
、
県

民
や
事
業
者
、
市
町
村
な
ど
多
様

な
主
体
と
の
連
携
・
協
働
の
も

と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
の
発

生
抑
制
や
回
収
・
資
源
化
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答

　
「
青
森
の
お
い
し
い
健
康
応

援
店
認
定
事
業
」や「
だ
し
活
」

な
ど
の
取
組
と
と
も
に
、
無
理

な
く
減
塩
を
推
進
す
る
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
創
出
す
る
た
め
、
啓

発
媒
体
の
作
成
や
研
修
会
の
開

催
に
よ
り
、
栄
養
成
分
表
示
を

活
用
し
た
減
塩
食
品
の
利
用
促

進
を
図
る
ほ
か
、
事
業
者
向
け

食
品
表
示
研
修
会
に
お
い
て
、

栄
養
成
分
表
示
の
周
知
徹
底
と

減
塩
食
品
開
発
に
向
け
た
啓
発

を
行
っ
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答

　
り
ん
ご
病
害
虫
の
発
生
防
止

に
向
け
た
共
同
防
除
組
織
の
強

化
に
つ
い
て
県
の
取
組
を
伺
う
。

り
ん
ご
病
害
虫
の
発
生
防
止
に

向
け
た
共
同
防
除
組
織
の
強
化

　

県
り
ん
ご
共
同
防
除
連
絡
協

議
会
と
連
携
し
て
、
組
織
の
再

編
・
強
化
に
取
り
組
み
、
最
近
で

は
、
黒
石
市
な
ど
４
地
区
で
組
織

が
広
域
化
し
た
ほ
か
、
国
の
事
業

等
を
活
用
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
平
成
28
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
の
２
年
間
に
51
組

織
で
98
台
導
入
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
防
除
に
向
け

て
、
防
除
技
術
事
例
集
の
配
布
、

現
地
実
演
会
な
ど
に
よ
り
、
防
除

技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長

答

問

問

　
県
が
昨
年
度
実
施
し
た
青
森

県
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
に

お
け
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活

困
窮
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

問

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
無
理
な
く
減
塩
で
き
る
仕
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
県
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

短
命
県
返
上
の
取
組

問

海洋プラスチックごみ

世界全体で年間数百万トンを超
えるプラスチックごみが海洋に流
出していると推計されている。
地球規模での環境汚染による生
態系等への悪影響が懸念され、
本年6月のＧ20大阪サミットでも
主要議題の一つとされた。

用

語解説
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スピードスプレーヤーによる防除作業の様子

会　派：自由民主党
選挙区：北津軽郡

齊藤 直飛人 議員
さい とう　  なお   ひ     と

会　派：自由民主党
選挙区：平川市

山口 多喜二 議員
やま ぐち　   た　  き　  じ



　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運

用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
や
画
像
デ
ー
タ
の
漏
え

い
防
止
な
ど
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
者
が
守
る
べ
き
基
本
的
な

ル
ー
ル
が
広
く
周
知
さ
れ
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
設
置
・
運

用
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
。

環
境
生
活
部
長

答

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ

め
に
対
応
す
る
た
め
、
県
教
育
委

員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
対
応

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
24
時
間

対
応
の
相
談
電
話
の
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

等
監
視
員
を
配
置
し
て
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
防
止
を
主
な
目
的
と
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
学
校

や
家
庭
に
お
け
る
指
導
及
び
啓
発

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
内
全
て

の
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。

教
育
長

答

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
普
及

啓
発
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
県

内
６
地
区
に
お
け
る
研
修
会
の

実
施
や
指
導
内
容
等
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
配
布
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に

対
し
て
、
指
導
方
法
等
の
情
報
に

加
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

充
実
を
図
る
上
で
有
効
な
企
業
・

団
体
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
て
い
く
。

教
育
長

答
　
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
、
県

教
育
委
員
会
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

問問

　
経
済
を
回
す
た
め
に
は
、
若
者
の

県
内
企
業
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
県

内
で
の
人
材
確
保
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
県
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

県
内
就
職
の
促
進

　

県
で
は
、
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
就
労
意
識
形
成
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
県
内
企
業
が
自
社
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を
設
け
、
地

元
へ
の
理
解
を
浸
透
さ
せ
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
説
明
会

や
企
業
見
学
会
な
ど
企
業
と
学
生
が

対
話
で
き
る
機
会
を
設
け
る
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

促
進
を
図
る
た
め
に
総
合
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
と
の

連
携
を
強
力
な
も
の
と
す
る
た
め
、

知
事
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
協
定
締
結

大
学
へ
の
訪
問
活
動
を
進
め
て
い
る
。

三
村
知
事

答 問

問

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運

用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び

運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

問

小学校プログラミング教育

児童がプログラミングを体験し
ながら、コンピュータに意図し
た処理を行わせるために必要な
論理的思考力を身に付けるため
の学習。例えば、正多角形の作
図で、辺の長さや角の大きさな
どに着目しプログラミングによ
り作図する学習等がある。

用

語解説
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学校に配布した
ネットいじめ防止リーフレット（小学生用）　

会　派：青和会
選挙区：青森市

一戸 富美雄 議員
いち  のへ　   ふ　  み　 お

会　派：自由民主党
選挙区：八戸市

大崎 光明 議員
おお  さき みつ    あき



　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
は
全

て
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
内

容
は
市
町
村
に
よ
り
異
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化

は
、
自
治
体
に
よ
り
受
け
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
全
国
一
律
の
安
定
し
た

制
度
と
し
て
国
が
行
う
べ
き
重
要

な
少
子
化
対
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
国
へ
の
重
点
施
策

提
案
の
ほ
か
、
全
国
知
事
会
な
ど

に
お
い
て
国
に
要
望
し
て
き
た
が
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答

　
本
県
を
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
場
に
し
な
い
担
保
と
し

て
、
搬
出
期
限
の
2
0
4
5
年
4

月
25
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

早
期
策
定
を
国
・
事
業
者
に
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
と
対

応
を
伺
う
。

放
射
性
廃
棄
物

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、

あ
く
ま
で
も
一
時
貯
蔵
を
前
提
と

し
て
施
設
の
立
地
協
力
要
請
を
受

諾
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
全
協
定

上
の
取
り
決
め
、事
業
者
の
確
約
、

国
の
指
導
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

県
は
、
最
終
処
分
地
の
早
期
選

定
に
向
け
、
国
に
取
組
の
加
速
を

要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
適
切
に
対
処
し
て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

答

　

本
県
の
競
技
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
は
、

青
森
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部
の

事
務
局
員
が
各
競
技
団
体
を
直
接

訪
問
し
、
事
業
実
施
に
向
け
た
意

見
交
換
や
実
施
内
容
の
検
証
等
を

行
い
、
今
後
の
事
業
構
築
に
反
映

さ
せ
る
な
ど
、
競
技
団
体
が
よ
り

効
果
的
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
県
教
育
委
員

会
で
は
、
引
き
続
き
、
競
技
団
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
県
の

競
技
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長

答

　
タ
イ
政
府
に
よ
る
選
果
こ
ん

包
施
設
に
対
す
る
規
制
に
つ
い

て
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

り
ん
ご
を
タ
イ
に
輸
出
す
る

場
合
、
本
年
８
月
25
日
以
降
、
選

果
こ
ん
包
す
る
施
設
ご
と
に
、
タ

イ
が
定
め
た
青
果
物
の
衛
生
管

理
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
旨

の
証
明
書
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
、　

 

タ
イ
向
け
Ｊ

Ｆ
Ｓ
規
格
の
取
得
に
向
け
た
研

修
会
等
を
開
催
し
、
21
施
設
事
業

者
が
こ
の
規
格
を
取
得
し
た
ほ

か
、
県
が
発
行
す
る
証
明
書
も
活

用
で
き
る
の
で
、
交
付
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長

答
青
森
り
ん
ご
の
タ
イ
へ
の
輸
出
対
策

問

　
本
県
の
競
技
力
向
上
を
推
進
す

る
た
め
に
競
技
団
体
と
の
連
携
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
向
け
た
競
技
力
向
上

問

　
県
が
主
体
と
な
っ
て
高
校
生

ま
で
の
無
償
化
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
県
の
見
解
と
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化

問

問

高レベル放射性廃棄物の一時貯蔵

六ヶ所村では、海外に委託した使用
済燃料の再処理に伴い発生した高レ
ベル放射性廃棄物を30年から50年
間貯蔵・管理しており、その後は、電
力会社が搬出することになっている。
本県を最終処分地にしないとの国の
確約がある。

用

語解説

タイ向けＪＦＳ規格

一般財団法人食品安全マネジメン
ト協会が、タイが定めた青果物の
衛生管理基準を満たしていること
を示す証明のひとつとして開発し
た規格。

用

語解説

07

会　派：自由民主党
選挙区：弘前市

齊藤　爾 議員
さい　とう ちかし

会　派：県民主役の県政の会
選挙区：青森市

鹿内 　博 議員
しか ない ひろし
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主
要
地
方
道
今
別
蟹
田
線
の

小
国
峠
区
間
は
、
散
水
消
雪
施
設

の
更
新
工
事
を
行
い
、
年
間
を
通

し
て
一
定
程
度
の
通
行
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
適

切
な
維
持
管
理
に
よ
り
安
全
性

の
確
保
に
努
め
る
。

　

小
国
峠
区
間
の
抜
本
的
な
改
良

に
つ
い
て
は
、
現
道
を
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
し
た
平
坦
な
ル
ー
ト
で
の

改
良
が
必
要
と
な
る
が
、
長
大
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
莫
大
な
費
用
を

要
す
る
大
規
模
構
造
物
主
体
の
バ

イ
パ
ス
整
備
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

県
土
整
備
部
長

答

　
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
　  

養
殖

残
さ
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
養
殖
残
さ

　

県
で
は
、
水
産
総
合
研
究
所
と

連
携
し
て
、
養
殖
篭
を
吊
り
下
げ

る
水
深
を
調
節
す
る
こ
と
で
残

さ
と
な
る
生
物
の
付
着
量
を
減

ら
す
養
殖
管
理
技
術
を
確
立
し
、

そ
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
た
篭
洗
浄
機
な
ど
の
導

入
促
進
、
養
殖
残
さ
が
多
く
発
生

す
る
時
期
で
の
適
正
処
理
指
導
、

市
町
村
が
開
催
す
る
検
討
会
で

の
指
導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、
養

殖
残
さ
の
軽
減
や
適
正
処
理
に

努
め
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長

答

　

自
動
車
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
の
た
め
、
エ
コ
で
賢
い

移
動
で
あ
る「
ス
マ
ー
ト
ム
ー

ブ
」の
普
及
・
推
進
に
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
ス

マ
ー
ト
ム
ー
ブ
通
勤
月
間
や
事
業

所
向
け
の
出
張
講
座
、
新
社
会
人

を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

ほ
か
、
交
通
事
業
者
等
と
の
連
携

に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

各
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
ス

マ
ー
ト
ム
ー
ブ
の
普
及
・
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

柏
木
副
知
事

答
　
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
の
推
進
が

必
要
と
考
え
る
が
、
県
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
の
推
進

問問

　
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
託
児

所
の
設
置
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、県
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
託
児
所
の
設
置

　

県
と
し
て
も
、
社
会
全
体
で
子

育
て
を
支
え
合
う
観
点
か
ら
、
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
託
児
所
を
設
置
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
庁
内
各
部
局
に
対
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
の
託

児
所
設
置
の
検
討
に
つ
い
て
要

請
す
る
と
と
も
に
、
託
児
所
を
設

置
す
る
際
の
相
談
先
を
紹
介
す

る
な
ど
、
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
託
児
所
の
設
置
を
進
め
、

子
育
て
中
の
方
が
参
加
し
や
す

く
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答 問

問

　
主
要
地
方
道
今
別
蟹
田
線
小
国

峠
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

東
青
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備

問

ホタテガイの養殖残さ

主に、ホタテガイを収容する
「パールネット」や「丸篭」と呼ば
れるナイロン製の養殖篭に、海
中を漂うホヤ類やムラサキイガ
イなど小型生物の幼生（ラー
バ）が付着・成長したもの。

用

語解説

スマートムーブ

移動により発生する二酸化炭素の
排出量削減のため、「公共交通機
関を積極的に利用する」「徒歩・自
転車による移動を見直す」「エコド
ライブを実践する」など、場面や状
況に応じて環境に優しい移動方法
を選択する取組。

用

語解説

会　派：自由民主党
選挙区：黒石市

鳴海 惠一郎 議員
なる    み　  けい  いち　ろう

会　派：無所属
選挙区：東津軽郡

福士 直治 議員
ふく し なお はる
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県
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
や
か
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
第
三

期
青
森
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

に
基
づ
き
が
ん
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

　

特
に
、
が
ん
死
亡
率
が
高
い
働

き
盛
り
世
代
が
が
ん
検
診
を
受

診
し
や
す
い
環
境
の
整
備
等
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
も
、
地
域
、
家
庭
、
職
場
な
ど

社
会
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て「
健

康
・
長
生
き
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
青
森
県
」の
実
現
を
め
ざ
す
。

三
村
知
事

答

　
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
に
つ
い
て
訴
訟
判
決
が
確

定
し
た
が
、
知
事
の
所
感
を
伺
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・

元
患
者
へ
の
対
応

　

国
が
控
訴
を
断
念
し
、
安
倍
首

相
が
ハ
ン
セ
ン
患
者
・
元
患
者
と

そ
の
家
族
の
方
々
へ
反
省
と
謝

罪
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
大
変
意

義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

旧
ら
い
予
防
法
の
隔
離
政
策
に

よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
偏
見
や
差

別
が
存
在
し
た
歴
史
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
担
う
若
い
世
代
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

引
き
続
き
、
患
者
・
元
患
者
と

そ
の
家
族
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た

取
組
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
。

三
村
知
事

答

　

行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、
業
務

に
必
要
な
技
術
を
効
果
的
・
継
続

的
に
継
承
し
円
滑
に
業
務
を
遂

行
で
き
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
・
見
直
し
等
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

公
務
員
と
し
て
の
心
構
え
等
に

関
す
る
研
修
や
知
識
・
技
術
向
上

の
た
め
の
職
場
内
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
各

部
局
等
に
お
い
て
行
い
、
よ
り
良

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

総
務
部
長

答

　

も
の
づ
く
り
産
業
の
維
持
・
発
展

の
た
め
に
は
、
も
の
づ
く
り
技
術

の
次
世
代
へ
の
継
承
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、　

  

あ
お
も
り
マ
イ
ス

タ
ー
に
よ
る
技
術
・
技
能
の
継
承
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
優
れ
た
技
術
の
消
失
は

地
域
産
業
の
衰
退
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

技
術
の
見
え
る
化
な
ど
、
も
の
づ

く
り
技
術
の
次
世
代
へ
の
継
承
の

促
進
に
努
め
て
い
く
。

商
工
労
働
部
長

答

問

　
窓
口
対
応
等
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

問

　
が
ん
死
亡
率
全
国
最
下
位
か

ら
の
脱
却
に
向
け
た
知
事
の
意

気
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

が
ん
死
亡
率
全
国

最
下
位
か
ら
の
脱
却

問

ハンセン病

らい菌に感染することで起こ
る皮膚と末梢神経の病気。現
在は治療法が確立され、早期
発見・早期治療により後遺症
を残すことなく治癒する。感
染力は極めて弱く、現在の日
本では、たとえ感染しても発
病することはほぼない。

用

語解説

あおもりマイスター

県が認定した、後進の指導に
意欲的でものづくりの基盤技
術を支える優れた技能・技術者
のこと。マイスター自身の技
術力の向上と後進の指導等を
通じて、技能・技術の継承・発
展と人材の育成を図っている。

用

語解説

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡

工藤 慎康 議員
く どう のり やす

会　派：民主連合
選挙区：八戸市

田中　満 議員
たな か みつる

　
県
内
産
業
の
振
興
を
図
り
、
生

活
の
基
盤
と
な
る
仕
事
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
た
め
に
は
、
優
れ

た
も
の
づ
く
り
技
術
の
継
承
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
の

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

も
の
づ
く
り
技
術
の
継
承

問



常
任
委
員
会
の
活
動
状
況

　

総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会
は
、
９
月
10
日
か

ら
12
日
に
か
け
て
、
下
北
・
北
海
道
道
南
地
区
に
お

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
通
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
位
置
づ
け
と
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
施

設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

電
源
開
発
株
式
会
社
大
間
原
子
力
建
設
所
で
は
、

大
間
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
内
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

大
函
丸
で
は
、
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
状

況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
船
内

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
で
は
、
北
海

道
新
幹
線
の
基
地
の

概
要
と
車
両
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
質
疑

応
答
を
行
う
と
と
も

に
、
施
設
内
を
視
察

し
ま
し
た
。

東通オフサイトセンター内の視察

総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

　

環
境
厚
生
委
員
会

は
、
９
月
９
日
か
ら
11

日
に
か
け
て
、
上
北
・

三
八
地
区
及
び
岩
手

県
に
お
い
て
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

蔦
沼
展
望
デ
ッ
キ

で
は
、
国
立
公
園
満
喫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
及
び
蔦
温
泉
地
区
の
利
用
施

設
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
組
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
る
と
と
も
に
、
現
地
及
び
蔦
野
鳥
の
森
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
岩
手
県
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
組
及
び
関
係
機
関

等
と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
資

料
コ
ー
ナ
ー
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
八
戸
西
病
院
で
は
、
高
次
脳
機

能
障
害
支
援
拠
点
機
関
と
し
て
の
取
組
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
院
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
見
心
園
で
は
、
青
森
県
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
認
証
評
価
制
度
の
認
証
を
受
け
た

事
業
所
と
し
て
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
園
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

10

　

農
林
水
産
委
員
会
は
、
９
月
11
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
、
上
北
・
三
八
地
区
で
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

青
森
県
営
農
大
学
校
で
は
、
地
域
農
業
の
担
い

手
育
成
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
同
校

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
サ
ウ
ザ
ン
ド
リ
ー
フ
で
は
、
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
や
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ー
ン
方
式
の
牛
舎
等
を

視
察
し
な
が
ら
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

酒
米
ほ
場（
三
戸
町
）で
は
、
三
戸
町
に
お
け
る

酒
造
好
適
米
栽
培
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
ほ
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

三
戸
町
木
の
駅

で
は
、
林
地
残
材

を
地
域
内
通
貨
で

買
い
取
る
こ
と
で

森
林
と
地
域
経
済

を
元
気
に
す
る
活

動
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
敷

地
内
を
視
察
し
ま

し
た
。

三戸町木の駅の視察

岩手県男女共同参画センターの視察



　

文
教
公
安
委
員

会
は
、
９
月
５
日

か
ら
６
日
に
か
け

て
、
東
青
・
下
北

地
区
の
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

三
内
丸
山
遺
跡

セ
ン
タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
の
概
要

や
遺
跡
の
保
存
・

活
用
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
を
受

け
、
意
見
交
換
を

す
る
と
と
も
に
、

三
内
丸
山
遺
跡
及
び
セ
ン
タ
ー
の
増
築
部
分
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
警
察
学
校
で
は
、
警
察
活
動
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
す
る
と
と
も

に
、
学
校
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

む
つ
警
察
署
で
は
、
警
察
活
動
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、
署

内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

む
つ
市
立
関
根
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
運
営
協

議
会
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

を
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
完
成
し
た
中
学
校
の

新
校
舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

三内丸山遺跡センターの視察

文
教
公
安
委
員
会

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

　

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
は
、
９
月

９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
三
八
・
上
北
地
区
に
お

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
V
I
S
I
T
は
ち
の
へ
で
は
、

観
光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

応
答
を
行
っ
た
後
、
物
産
販
売
施
設
等
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

八
戸
市
の
株
式
会
社
マ
ル
ヌ
シ
で
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
を
行
っ
た
後
、加
工
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
の
二
又
風
力
開
発
株
式
会
社
二
又
風

力
発
電
所
及
び
イ
オ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
＆

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
六
ヶ
所
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
風
力
発
電
の
取
組
及
び
風
力
発
電

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
訓
練
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
風
力
発
電
施
設
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
訓

練
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法

人
十
和
田
奥
入

瀬
観
光
機
構
で

は
、
観
光
振
興

の
取
組
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

た
後
、
物
産
販

売
施
設
等
を
視

察
し
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

　

建
設
委
員
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け

て
、
上
北
・
三
八
地
区
、
岩
手
県
に
お
い
て
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

上
北
地
区
で
は
、
一
般
国
道
４
５
号
天
間
林
道

路
改
良
工
事（
七
戸
町
）及
び
三
沢
十
和
田
線
橋
梁

架
替
工
事（
三
沢
市
）の
現
地
調
査
を
行
い
、
ま
た
、

上
北
地
域
県
民
局
に
お
い
て
概
況
説
明
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
八
地
区
で
は
、
八
戸
港
内
及
び
八
戸
市
長
根

屋
内
ス
ケ
ー
ト
場（
八
戸
市
）の
現
地
調
査
を
行
い
、

ま
た
、
三
八
地
域
県
民
局
に
お
い
て
概
況
説
明
を

受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
は
、
三
陸
沿
岸
道
路（
野
田
久
慈
道
路
）

普
代
久
慈
工
区（
久
慈
市
）、
震
災
復
興
事
業
公
営

住
宅
等
整
備

（
野
田
村
）、
簗

川
ダ
ム
建
設
事

業（
盛
岡
市
）及

び
道
路
環
境
改

善
事
業
橋
梁
耐

震
補
強
工
事

（
盛
岡
市
）の
現

地
調
査
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ

質
疑
応
答
が
あ

り
ま
し
た
。

11

一般財団法人VISITはちのへにおける説明

三陸沿岸道路（野田久慈道路）普代久慈工区の現場を視察
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　「
青
森
県
行
財
政
改
革
大
綱
」に
お
い
て
目
指

す
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の

確
立
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

財
政
運
営
と
適
正
な
予
算
執
行
が
重
要
と
考
え

る
が
、
県
の
認
識
を
伺
う
。

問

　

10
月
２
日
の
本
会
議
で
、
委
員
23

名
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
本
会
議
後
の
組
織
会

で
委
員
長
に
蛯
沢
正
勝
議
員（
自
由

民
主
党
）、
副
委
員
長
に
山
口
多
喜

二
議
員（
自
由
民
主
党
）が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、
11
日
及
び
15
日
の
３

日
間
、「
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の

件
」を
初
め
、
付
託
さ
れ
た
５
議
案

に
つ
い
て
、
11
名
の
委
員
に
よ
る
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
質
疑
後
、
付

託
さ
れ
た
５
議
案
は
す
べ
て
可
決
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

採決の様子

質疑の様子

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
努
力
に
よ
り
、
令
和

元
年
度
当
初
予
算
で
は
３
年
連
続
で
収
支
均
衡

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
決
算
で
は

県
債
残
高
の
圧
縮
、
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負

担
比
率
の
低
下
な
ど
の
財
政
指
標
等
の
改
善
が

図
ら
れ
た
。

　

一
方
、
歳
入
面
で
は
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

も
と
、
今
後
の
地
方
財
政
対
策
や
地
方
交
付
税
の

動
向
が
見
通
せ
な
い
こ
と
に
加
え
、
歳
出
面
で
は

社
会
保
障
関
係
費
や
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対

策
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
な
財
政
運
営
を
可
能
と
す
る
た

め
に
は
、
県
債
残
高
の
圧
縮
等
に
よ
る
将
来
負
担

の
軽
減
や
財
政
調
整
用
基
金
残
高
の
確
保
に
努

め
る
な
ど
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
財
政
健
全

性
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
克
服
を
初
め
県
政
の
様
々
な

重
要
課
題
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
後
年
度

の
財
政
負
担
等
へ
備
え
る
た
め
、
財
政
規
律
を
堅

持
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
予
算
執
行
に
よ
る
経

費
節
減
や
歳
入
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

答

県議会からのお知らせ
○あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて
〒030-8570 青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課　電話 017（734）9797（直通）

　本会議場でのクールビズの実施について、議会改革検討委員会からの中間報告を受け、
森内議長が各会派代表者会議に諮り、各会派の意見集約が図られたことから、令和元年
９月第299回定例会から本会議場でのノーネクタイを可とし、９月30日まで実施しました。

○青森県県税条例の一部を改正する条例案
○青森県県営土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例案
○青森県建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料徴収条例の一部を改正する条例案
○青森県建築基準法施行条例の一部を改正する条例案
○青森県道路交通法関係手数料の徴収等に関する条例の一部を改正する条例案

◆人事関係（3件）○青森県教育委員会委員の任命の件
○青森県公安委員会委員の任命の件
○青森県土地利用審査会委員の任命の件

◆その他の議案（2件）○訴えの提起の件
○あっせんの申立ての件


